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現在、F a r l e y - B u n e m a nプラズマ不安定により励起された静電波が極域電離圏Ｅ領域において電子を加熱する、
という考え方が広く受け入れられている。我々は電子のエネルギーバランスの方程式を解くことにより電子と波
との実行衝突周波数を求めた。その結果、それはMHzの桁まで達することが分かった。

コヒーレントレーダーの観測により、極域電離圏Ｅ領域におけるイレギュラリティーは磁力線に沿う傾向にあ
ることが分かっており、非等方的な電子温度が予想される。我々は２方向から観測された電子温度を比較し、予
想に反して電子温度が等方的であるという結果を得た。

極域電離圏Ｅ領域における電子加熱現象については、多くの研究がなされてきた。現在では、F a r l e y - B u n e m a n
プラズマ不安定により励起された静電波が電子を加熱する、という考え方が広く受け入れられている。電子とイ
オンの相対速度がイオン音波の位相速度を超えると、F a r l e y - B u n e m a nプラズマ不安定が励起され、非線形効果に
よって成長がおさえられるまで急激に成長する。このような波動は電子を散乱し、その速度の方向をＥ×Ｂドリ
フトの方向から電場に反平行な方向に偏向させる。我々は電子のエネルギーバランスの方程式を解くことにより
電子と波との実行衝突周波数を求めた。その結果、それはMHzの桁まで達することが分かった。

コヒーレントレーダーの観測により、極域電離圏Ｅ領域におけるイレギュラリティーは磁力線に沿う傾向にあ
ることが分かっている。そのような磁力線に沿った波動は電子を磁力線に垂直な平面内に散乱し、磁力線に垂直
な方向の電子温度を上昇させるものと考えられる。我々の得た電子と波との実行衝突周波数は、電子と中性大気
との衝突周波数に比べて十分大きく、後者は電子の熱エネルギーを等方的に分配するには全く不十分である。こ
のことから非等方的な電子温度が予想されるが、予想に反して、観測から得られた電子温度は非等方的ではなく
等方的であった。どのような機構が電子温度を等方的にしているのかは不明であるが、今回の発表で我々はこの
観測結果を説明する一つの可能性を示す。
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